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理論物理学者は
ヒッグス粒子の存在を1960年代から予言していた！

H→ ZZ

4つのミュー粒子を検出した事象(質量は125.1 GeV)

2012年7月４日 ヒッグス粒子と考えられる新粒子を発見

H→ γγ

ピーター・ヒッグス博士、
フランソワ・アングレール博士

典型的なヒッグス粒子の事象

2013年ノーベル物理学賞

難しさ 1 : 質量が予測できなかった
軽いものから重いものまで全部調べる

難しさ 2 : ヒッグス粒子はすぐに壊れてしまう。
壊れた破片を寄せ集めて組み立てる！

難しさ 3 : ヒッグス粒子のニセモノが
ものすごくたくさんできる！

特徴を使う。
ヒッグス粒子の重さは同じ

なぜ、50年以上もみつからなかった？

ヒッグスとそっくりな人たち

体重別に並べてみる

ニセモノ

本物！

ニセモノ

本物？

どのように見つけたのか？

見つかったものは本当にヒッグス粒子？

予想されていたいくつかの壊れ方が同時に発見された

確信を得るために

さらなる特性の観察 (精密測定)
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